
  
 

 

 

 

 平成29年度の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザ発生は、現在のところ

香川県での１事例ですが、昨年度には３月下旬に千葉県と宮城県で本病の発生が

ありました。２～４月頃にかけて日本で越冬したカモ類などの渡り鳥がシベリア

等の営巣地に向かうため国内を移動しますので、引き続き本病ウイルスの鶏舎内

侵入防止等の対策をお願いします。 
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高病原性鳥インフルエンザ対策を引き続きお願いします 

平成 29 年度の発生状況 

香川県の発生農場における疫学調査チーム（農水省）の現地調査概要 

・発生農場の敷地内にはため池があり、水鳥が飛来していた。 

・発生鶏舎はため池に最も近い場所に位置していた。 

・農場では、鶏舎の壁の破損部分補修など野生動物の侵入防

止対策を講じていた。 

・鶏舎に入る際は専用長靴に履き替えるなど衛生対策を実施

していた。 

・発生鶏舎内にネズミのものと思われる糞が認められた。 

鶏舎への侵入経路は不明ですが、 

ウイルスが鶏舎周辺に存在し、人・野生動物等

何らかの形でウイルスが鶏舎内に侵入した可

能性が考えられた。 

区 分 H29 年度 H28 年度 

家きん １県１事例※ ９道県 12 事例 

野鳥 ２都県８事例 
22 都道府県 

218 事例 

分離ウイルスはすべて H5N6 亜型 

 ※香川県さぬき市（H30.1.11 発生） 

  肉用鶏 約 9.1 万羽 
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